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奈良県 下市町地方の
花暦で四季を綴る山間の町

かがやき その歩みを振り返ると

往来する人々で賑わう

また別の景色が見えてくる

歴史と自然に彩られた町



春夏
秋冬

E-NAVIフレンズ
電気通信消費者相談センターのキャラク

左から
ター「E-NAVIフレンズ」は、キュートな女の リンちゃん
子3人組。携帯電話、固定電話、インターネッ アミちゃん

ケイちゃんトなどのサービスを安心して利用できるよ
うにするための取組を紹介してくれます。

教えて 総務省の情報を
キャラクターがご紹介！

電気通信サービスのことで
困ったら

総務省では、電気通信サービスを利用してい
る際のトラブルなどについて、電話による相
談を受け付けています。携帯電話や固定電
話、インターネットについての疑問やお困り
ごとは下記へお問い合わせください。

総務省電気通信消費者相談センター
Tel.03-5253-5900

二十四節気だより
にじゅうしせっき

見す面葉う雪でく北冷
らるをを。」は頃日え冷とれ景覆落 な。本込た言 たま色いと い でみい だす 隠し わが こ はが北。 す、 、 厳あ れと枯風 積雪

、 しち た冬れが かもがくこを葉樹のらるちなち象が々だ「、ほらりで徴地のそ小どつ、
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※二十四節気は毎年1日ほど前後します。立冬（11/8）、小雪（11/22）は今年の日付です。

小
雪
しょうせつ

がう使はもき頃冬冬暦
行こう、増、での。の暖 寒 読わと季 え す気 上を さ んれで節 て 配 でと が。 でた、 木に き が は各 る 身の ま 字な 枯地 た に 立 こ
だ す のらでっめ し ち のと 。 ご鎮たにかみし始 日か と火と火つるがめ か。 く祭いをて日吹る ら、

立
冬
りっとう

11月

季節のうつろいを味わう

二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

風詩
物

この時期に咲く日本原
産の花木、サザンカ。童
謡『たきび』の歌詞に出
てくることでも知られ
ています。ツバキとよく
似ていますが、ツバキが
咲くのは冬から春です。

この時期おいしいのは
ブリ。春夏はイワシを
追って北上し、冬にな
ると南下する回遊魚。
成長とともに呼び名が
変わり、「ブリ」は特大
魚としての名前です。
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特集  ● 選挙制度の歩みと今
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選挙啓発ポスター
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国会開設まで

制限選挙

●明治維新後、藩閥政治に対する不満から、
板垣退助らが中心になり、明治7（1874）
年に国民が選んだ議員で政治を進めるべ
きという「民選議院設立の建白」が明治政
府に提出され、以後、自由民権運動が土佐
を中心に始まり、各地に広がりました。

●初めは不平士族が中心となっていた運動
でしたが、明治10（1877）年に立志社が
提出した地租軽減、国会開設、条約改正
を内容とする「国会開設の建白書」の分
かりやすい要求が受けて、次第に商工業

自由民権運動の演説会の様子
者や豪農、都市部の知識人など様々な人
間が参加するようになり、運動が本格化していき、明治14（1881）年に、10年後に国会を開く「国会
開設の詔」という約束を明治政府にさせるほど発展しました。

●そして、明治22（1889）年2月11日、大日本帝国憲法が発布されるとともに、衆議院議員選挙法が
定められました。

明治23（1890）年7月1日、第1回衆議院議員総選挙が執行されました。有権者数は約45万人で全人口の
わずか約1.1%に過ぎませんでした。以後、選挙権の拡大を求める声の高まりにより、2回にわたり選挙法
が改正され、有権者の数は次第に増えていきました。

男子普通選挙

婦人参政権を求める声は明治初頭からありましたが、女性は法律で政党に加入したり政治集会に参加することが
禁止されていました。明治末から誕生し始めた婦人団体は、参政権獲得を訴えてきました。
第二次世界大戦後の昭和20（1945）年12月17 日、衆議院議員選挙法の改正が行われ、女性も男性と同じ条
件で選挙権、被選挙権を持つことになり、ここに今日の男女平等の普通選挙制度に到達し、新しい時代の息吹
の中で完全な国民主権の議会制民主主義が誕生しました。
なお、選挙権の年齢要件は満25歳から20歳に、被選挙権の年齢要件も満30歳から満25歳に引き下げられました。

誰もが選挙に参加できる普通選挙を求める法案は明治35（1902）年に衆議院に提出されましたが否決さ
れ、以後数次にわたって提出されましたが成立しませんでした。第一次世界大戦後、大正デモクラシーの
気運の高まりのなかで、大正14（1925）年3月29日に、普通選挙法が成立し、5月5日に公布されました。
これは最初の法案提出から15回目で23年目の成果でした。

明治23（1890）年　第1回衆議院議員総選挙

25歳以上の男子 10 有権者：約45万人（1.1%）
直接国税15円納税 4,0005 全人口：約 万人

明治35（1902）年　第7回衆議院議員総選挙

25歳以上の男子 有権者：約98万人（2.2%）
10直接国税10円納税 全人口：約4,500万人

大正9（1920）年　第14回衆議院議員総選挙

25歳以上の男子 1 有権者：約307万人（5.5%）
直接国税3円納税 1 1 全人口：約5,500万人

= 400万人

昭和3（1928）年
第16回衆議院議員総選挙
25歳以上の男子　納税要件なし

有権者：約1,241万人（20.0%）
全人口：約6,200万人

普通選挙法通過祝賀会の様子

有権者の広がりとともに、激しい選挙干渉、選挙運動規制の無視など有権者の増加に伴う
選挙の腐敗慣行の広がりなどが指摘されました。

昭和21（1946）年　第22回衆議院議員総選挙
20歳以上の男女

有権者：約3,688万人（48.7%）
全人口：約7,500万人

※直近の国政選挙（令和元（2019）年第25回参議院議員通常選挙）では有権者：約1億590万人（85.5％）、日本人人口：約1憶2,000万人

完全普通選挙



11 MIC |  Vo l . 2 2 7.  |  Novemb er 2 019 November 2 019 |  Vo l . 2 2 7.  |  M IC 10

特集  ● 選挙制度の歩みと今

完全普通選挙以後、時代の変化とともに、今日までに様々な投票制度が導入されてきました。
以下では、いくつかの制度を紹介します。

●投票日当日に予定がある方のための制度である「期日前投票制度」ですが、意外と新しい制度で、平成15年
度に制度化されました。従来の「不在者投票」で必要であった、投票用紙を封筒に入れて、署名するという
手続きが不要となり、スムーズに投票できるようになりました。

●また、平成28年度の法改正により、期日前投票所の開始時刻を8時30分から2時間以内の繰上げ、20時
までの終了時刻を2時間以内の繰下げができるようになるなど、弾力的な運用ができるようになりました。

●現在は、人の往来が多い、駅、ショッピングセンター、大学等に期日前投票所を設置する取組が
広がってきています。

投票制度

期日前投票制度

●仕事や留学などで海外に住んでいる人が、外国にいながら国政選挙に投票できる「在外選挙制度」は
平成10年度に制度化されました。
　日本国籍の18歳以上の人で、在外選挙人名簿に登録され在外選挙人証を持っている人が、
　①在外公館投票、②郵便等投票、③日本国内での投票
　のいずれかの方法で投票できます。

●平成30年6月からは、出国前に在外選挙人名簿への登録申請の手続
きができる「出国時申請」ができるようになりました。

●更なる在外選挙人の投票環境の向上の観点から、インターネット投票
の将来的な導入を目指し、調査研究を進めています。

在外選挙制度

●指定船舶（遠洋漁業の漁船等）に乗船する船員が、ファクシミリ装置を
用いて投票を送信するもので、平成11年度に制度化されました。

●また、平成28年度の法改正により、実習を行うために航海する学生等の
投票の機会を確保するため、船員の範囲が拡大されました。

洋上投票制度

★期日前投票所（ショッピングセンター等）の設置数

300

200
296

100 163
0

H28参院選 R元参院選

投票率の推移

100
衆議院議員総選挙
参議院議員通常選挙

90

80 72.08

70 54.70
53.68

60
61.12

50

44.52 48.80
40

平成 令和
21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 元 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 元

制限選挙 男子普通選挙
100 93.91

88.39

90

80 86.73

70 80.36

60

50

40
明治 大正 昭和
23 25 27 28 30 31 33 35 37 39 41 43 45 2 4 6 8 10 12 14 元 3 5 7 9 11 13 15 17

完全普通選挙（満20歳以上）
18歳選挙権

■初めての国政選挙（第1回衆議院議員総選挙（明治23年））の投票率は93.91％でした。
　制限選挙時の投票率は概ね90％～80％で推移しました。

■男子普通選挙制での初めての国政選挙（第16回衆議院議員総選挙（昭和3年））の投票率は80.36％でした。
　男子普通選挙時の投票率は概ね80％で推移しました。

■完全普通選挙制での初めての衆議院議員総選挙（昭和21年）の投票率は72.08％で、
　初めての参議院議員通常選挙（昭和22年）の投票率は61.12%となりました。
　その後、昭和の時代においては、概ね70～60％で推移していましたが、平成以降、低下傾向にあり、
　令和元年の第25回参議院議員通常選挙では、48.80％となりました。
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特集  ● 選挙制度の歩みと今

平成27年6月、選挙権年齢が満20歳以上から満18歳以上に引下げられました。世界的に約9割の国が18歳
までに選挙権が認められており、少子高齢化の進む日本において、18歳、19歳の方も日本のあり方を決め
る政治に関与してもらいたいという意図がありました。
総務省としては、若年層を中心に、有権者の政治参加意識の向上を図るため、「国や社会の問題を自分の問
題として捉え、自ら考え、自ら判断し、行動していく主権者」を育成する「主権者教育」に力を入れています。

●学校現場における政治や選挙等に関する学習の内容の一層の充実を図るため、
総務省と文部科学省が連携し作成しました。

●平成27年12月にすべての国・公・私立高校生（1～3学年）に配布し、以後、毎年
新1年生分を配布しています。

●解説編、実践編、参考編の3部構成とし、図表、イラストを多く取り入れるなど
使いやすい教材となっています。

18歳選挙権と主権者教育

副教材「私たちが拓く日本の未来」の作成・配布

●全国各地の選挙管理委員会が高校等に出向いて、「出前授業」を行っています。

●出前授業では、模擬投票が多く行われており、架空の政
党や候補者に投票するなど、公約を見せて判断させる形
式で実施されています。模擬選挙の際には、実際の選挙
の際に使用する投票用紙、投票箱を使った取組も多く、
児童・生徒が興味を持ちやすいような取組となっていま
すので、ご関心のある方はお近くの選挙管理委員会まで
お問い合わせください。

各地の選挙管理委員会による『出前授業』

●継続的に投票に参加する主権者を育てていくためには「、子どもから大人まで」発
達段階に応じた取組が重要になります。

●総務省では、小学生向けの動画教材を作成したり、親子で一緒に投票所に行くこと
を推奨するなど、子どもの頃からの主権者教育にも力を入れています。

ガチャピン・ムックとコラボした動画

子どもの頃からの『主権者教育』

【ウェブサイト等を利用する方法】
●インターネット等を利用する方法のうち、電子メールを除いたもので、
例えば、HP、ブログ、SNS、動画共有サービス、動画中継サイト等を利
用した選挙運動を行うことができます。

●なお、選挙運動用ウェブサイトには電子メールアドレス等（返信用
フォームのURLやツイッターのユーザー名などを含む）を表示する義
務があります。

【電子メールを利用する方法】
●電子メールを利用する方法による選挙運動については、候補者・政党等に限って行うことができ、一般有
権者は禁止されています。

●送信者には一定の記録の保存が義務づけられ、送信する際には、送信者の氏名・名称や電子メールアドレ
ス等、一定の事項を表示することが義務づけられます。

●平成28年度の法改正により、選挙当日、既存の投票区ごとの投票所とは別に、いずれの投票区の選挙
人も投票できる共通投票所を設置することが可能となりました。

共通投票所

●移動が困難な有権者のために、自宅と期日前投票所間をタクシーで
送迎したり、巡回型の無料送迎バスを運行している団体など地域の
実情を踏まえた取組が行われています。

●また、公用ワゴン車に記載台・スロープ・受付机・椅子などを設置し、
車そのものを期日前投票所にして巡回するなどの、工夫された取組
も行われています。

投票所への移動支援

インターネットの普及に鑑み、選挙運動期間における候補者に関する情報の充実、有権者の政治参加の促進を
図るため、平成25年度の法改正により、インターネット等を利用する方法による選挙運動が解禁されました。

ネット選挙運動

総務省では、選挙の公正を確保しつつ有権者が投票しやすい環境を整備するための具体的方策等について、
研究・検討を行うとともに、優良事例の横展開を図っています。

★投票環境向上に向けた取組事例集（http://www.soumu.go.jp/main_content/000474598.pdf）

投票環境の向上選管による出前授業の実施件数（高校数）
※選挙権年齢の引下げの法律案提出前のH25年との比較
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選挙権の拡大は、先人たちの長きにわたる努力の成果です。
この記念すべき年に当たり、改めて国民参政の意義と選挙の重要性を再確認し、
政治や選挙に関心を持ってもらい、積極的に投票に参加しましょう!



かつては月6回も市が立ったという下市町は、
日本最初の商業手形「下市札」が発行された
場所。現在でも、「商いの神」として信仰されて
きた蛭子神社（ひるこじんじゃ）に、毎年2月
12日に初市が立ち、多くの人で賑わう。

歌舞伎『義経千本桜』三段目『すし屋の段』の
舞台となった店。創業800年の老舗で、日本最
古の鮨屋と伝えられる。吉川英治や谷崎潤一
郎などの文人たちが訪れたことでも有名。現
在は、天然の鮎料理などを提供している。

大自然の中にある「下市町森林公園やすらぎ
村」。春はサクラ、梅雨時はホタル、夏は釣りや
川遊びなどアウトドアレジャーを存分に楽し
める。宿泊施設やオートキャンプ場もあるの
で、下市町の自然を泊りがけで満喫できる。

Profile
奈良県吉野郡に属する。かつては吉野地方
の商都として栄えた歴史深い町。明治23
年、町制施行により下市村から下市町とな
る。町土の約8割を山林が占め、林業や木
工業が盛ん。梅や柿などの果樹園も多い。
人 口 5,310人（令和元年9月30日現在）
面 積 61.99㎢
U R L https://www.town.shimoichi.lg.jp

自然散策も歴史散策も堪能できる。
ここでなければ味わえない

下市町の感動スポットをご紹介 !

にうかわかみじんじゃしもしゃ

丹生川上神社下社
飛鳥時代に天武天皇により創建された社。
雨乞いの神、日本最古の水神を祀ることで
知られる。本殿に続く75段の階段は、毎年6
月1日のみ、一般参拝者も登ることができる。

ひろはしばいりん

広橋梅林
2月下旬から3月下旬にかけて、約5千本の梅
が開花する。白梅、紅梅が咲き乱れる華やか
な様から、月ヶ瀬、賀名生（あのう）と並び、奈
良県の三大梅林の一つに数えられる。

シャクヤクガーデン
4月下旬から5月中旬にかけて、栃原地
区と平原地区の2か所、約2haの敷地に
4万株ものシャクヤクが咲き誇る。赤、
紫、白の花で埋め尽くされる様は圧巻! 

下市町の魅力ダイジェスト!
日本最初の商業手形
「下市札」を発行!

歌舞伎ファンは必食
つるべすし 弥助

山も川も星も満喫！
大自然に包まれる

奈良県 下市shimoichi-cho町
　地
か
が方
のや

き木工製品
吉野産のヒノキや杉を使った三
宝や神具、割箸が有名。三宝は
国内シェア90%を占め、割箸は
発祥の地として知られている。

下市町長
杦本  龍昭
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地域の力が町の力
地域の元気が町の元気

　下市町は緑に囲まれた町で、農業と林業
が主だった産業ですが、江戸時代は人の往
来が多い商業の町でした。割箸発祥の地、
商業手形発祥の地としても知られています。
　この町には昔も今も新しいものを生み出
す気風があるのか、昭和49年には自治体で
初めてCATVを実現させ、現在も地域が中心
となって様々な取組をしています。ここに暮ら
す人はみんな活発です。町がイキイキしてい
るのは地域が元気だからです。町はそのきっ
かけづくりと環境づくりに努めていきます!

町のキャラクター
「ごんたくん」

蛭子神社の
初市

宿

歴ま往そ花
史た来の暦
と別す歩で
自のるみ四
然景人を季
に色々振を
彩がでり綴
ら見賑返る
れえわる山
たてうと間
町く の
る 町

下市町栃原地区は江戸時代から柿の産地として
栄え「、栃原柿」という品種があるほど。この地区
には、郷土料理のひとつ、柿の葉寿司の原材料と
して、渋柿の葉だけを生産している農家も多い。
秋になると、ゆるやかな丘陵地に広がる柿畑が、
鮮やかなオレンジ色に染まる。

ハーブティー
無農薬・有機栽培にこだわった
レモングラスのお茶は、香りが
よく奥深い味わいで人気。

庭園も見事！

江戸初期の
看板なども展示

食 市

和歌山

滋賀
京都

大阪

奈良 三重

下市町

下
市
札
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町外から訪れるお客様を
ゲストハウスでおもてなし
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電動運搬車で収穫した柿
をリモコン操作で運搬。

栃原地区では、現在13の農家が柿葉栽培
を行っている。高齢化による体力不安など
を「らくらく農法」がサポートしている。

高齢者の農業を支える
らくらく農法プロジェクト

地

01
方の力地

0
方の

2
力

下市町の

わがまち
じまん

元気印集落事業
　「らくらく農法プロジェクト」（P16）の成果
は他の地区にも波及し、町民を活発にしたと
いいます。地域内で話し合い、町の支援を受
け、試行錯誤しながらも自分たちで具体的に
取り組む、という流れが確立しました。
　その一環として、平原（へいばら）地区でも、
住民主体でピザハウスを運営するとともに、
この地を「薬膳とハーブの里」にするべく、地
域内の耕作放棄地を活用してハーブを生産・
販売しています。これらの取組によって、地産
地消や地域内消費はもちろん、地域コミュニ
ティの盤石化を実現したのだそうです。

集落点検で地域の現状を把握する。

急傾斜の柿畑では、収穫作業
や運搬作業が大変。
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ゲストハウス「山桜」。横を流
れる清流の音に癒やされる。
海外からのお客様も多い。

町営CATV「しもいちテレビ」で
町の人々に情報発信!
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上/ごんたくんがロケのレポーターに!
下/役場内に設けられた本格的なスタジオ。

　昭和49年、下市町では全国に先駆けて、双方向
機能を持つＣＡＴＶを整備しました。市街地や集
落地が分散していることから、テレビを通じて、町
内全体にリアルタイムの情報を届けています。
　役場内にはテレビスタジオが設置されており、
企画構成、取材、編集、放送まですべてを手がけ
るのは役場職員。町のキャラクター「ごんたくん」
がレポーターとなったり、SNS等で放送映像を
配信するなど、町民に愛される番組づくりを心が
けています。

販売日は
行列ができるほど
大人気!

くが女
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らリ子そ困穫がにさり過の 「名
くー 難 柿や営 らま大こ あ 疎中の
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育てたレモングラスはハーブティーに加工し販売している。

伃邑草谷（よむらくさだに）地区に
あるゲストハウス「風の谷」。昔暮ら
しを楽しめる。

広橋地区にあるゲストハウス「アプ
リコット」。梅林に囲まれた見晴ら
しのいい宿。
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総務省情報流通行政局情報流通高度化推進室 （テレワークイベントの詳細）
Tel. 03-5253-5751 http://teleworkgekkan.org/

お問い合わせ先

住毎
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火千
災人
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が

7 ら
　
大活ら

　
の災数

　

日15 消切のすこ 7 には平
間日防で中たれ割よ 1 成（ る、 す 以庁 でめら 4秋金 死 30上で。 にの防 2季） 年火を者ま はは 火 7全 中で、 、 占数
国 日災（本 意 人は のめ一 に で火 年 識頃 て 1 火部

11 よか い 、災 を 0 こ災地 るら ま予 月 高 2 のに域 一犠す防 8 うよ9 め人を 牲。
日 る一 人ちる運除（ 者 住こ人 と 総動く土を とがを 全宅死

））実のか が生減 体火者

「的正ト火間
　
目 意の体切住施住にしが講中ま標 交喚 的な宅し

参い開 宅演にたと 換 用ま起 な維
加知催 は、し防 の 持 す会 秋 広 広 火し識さ 、 て火 推 。と全 報管災報 今てやれ 季実い 対 進 理警み技 国 回まっ 全施 の策 や のて 報能すた各国 実

及
び の要の 、く た 必 火のの様地 経 器火綱 施だ 推 ば 要習で々で災 年 の災に をさ 進 こ、な 性設得 防防 予定い は 劣 予

」 火の 行 、置。 火 めな 化 防火 防 じ災 方た の事訓 てどに めにし 運運 法め や い 徹対 練動 を 動と係た等、 まイ 底積す 重 機 でやの る のベ す す 、は極るン防期 点。 る注器具適、

11月9日（土）から11月15日（金）まで

秋季全国火災予防運動を実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

全
国
統
一
防
火
標
語
ポ
ス
タ
ー

重点目標

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

•定期的な作動確認 作動確認をしても警報器に反応
点検ボタンを押すか点検ひもを がなければ、本体の故障か電池
ひっぱり、定期的（※1）に作動確認 切れです。（※2）警報器の本体
をしましょう。 または電池を交換しましょう。

•古くなったら交換 本体の故障か電池切れです。
火災警報以外の警報が鳴った場合 （※2）警報器本体を交換しま

しょう。

※1　住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。警報器の作動確認は、春秋の火災予防運動
の時期に行うなど、定期的に実施してください。

※2　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーにお問い合わせください。なお、電
池切れと判明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を
感知しなくなることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

2019年度
全国統一防火標語 ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心

多数の者が集合する催しに対する
火災予防指導などの徹底 住宅防火対策の推進

放火火災防止対策の推進 製品火災の発生防止に
向けた取組の推進

特定防火対象物などにおける
防火安全対策の徹底

乾燥時及び強風時の
火災発生防止対策の推進
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～CHANGE　働く、が変わる～

11月はテレワーク月間です！

テレワーク月間周知ポスター

平成30年度の『 働く、が変わる』テレワークイベント
（総務省・厚生労働省 大臣賞表彰式）

※今回のテレワーク月間にあわせて、来年のテレワーク・デイズ
2020の準備、都内企業・団体においては、東京大会本番に向けて
テレワーク導入・大規模活用の準備を是非お願いいたします。

ICTを利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方

テレワーク推進フォーラム（総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、産業界、学識者で
構成）では、２０１５年より11月を「テレワーク月間」と定め、テレワークの認知向上を図ると
ともに、テレワーク活用を推奨し、働き方の多様性を広げる運動を推進しています。

テレワークで実現する働き方改革

（
注録せこて

　
臣でるし

　
トを「2 先のい 「を テ賞は て が紹https://telew

orkdays.jp/

） ペる 働 テお」 レの、 本 集はで2動レ総 介内ー個ワ 総く レ、の0 ワプ 務待2 合 ワ中年 す
間 ー のジ省 人ー 務、8 1ロ ち 同 が る

8 し 省 11 ー的、 ク9 で やク実 ジ U の
を には 表 変 ク セ

7施」 下 にェ 月を 全 てR 企 ・
、 わ 月開ミ

団し、ク 関お 段 関彰厚国ま L 業7 係 る25 催ナ体 ト一 す式生 間
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た数まズ運テ 登わ し 大トれと ン。

開催日 イベントの名称

11/5（火） テレワーク推進フォーラム産官学連携セミナー

11/8（金） 総務省働き方改革セミナー『働 く、が変わる』テレワーク in 島根

11/11（月） テレワーク・デイズ2019報告会

11/13（水）～15（金） 第4回［関西］働き方改革EXPO　出展

11/19（火） 「働き方改革」セミナー in 滋賀　～テレワークで働く、を変える～

11/25（月） 「働く、が変わる」　テレワークイベント　（総務省・厚生労働省の合同表彰）

11/29（金） 総務省働き方改革セミナー『働 く、が変わる』テレワーク in 福島

今年度のテレワーク月間中の主なイベント（総務省関係）
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03お受け取りになっていない
簡易生命保険の保険金は
ありませんか？
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04 令和2年1月14日開講!
「誰でも使える統計オープンデータ」
統計オープンデータを活用したデータ分析の手法を学んでみませんか?

を
　
た取ん払金
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（
注 あ

　
ン 3 成う

　
2 も例方
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る成 たな に取 の えどやン ー 1 務
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す 講も月 」ししイは日計べし、。 し の てエ、（オる 公に 無 た た「 ン将実 て 的料一 、 火ーオ統
施 総スみ デ 来）プンつで 統のにま でー務」 計し ンラ力た 受 開 デ計せ すタ省 経 デイ
講 の ー講 デん講 サ 済 ーン
座 。 が高 タイ 講 ーかで しタを 平い成 のタ？き エ再 ま」座ン成人長 を「分のび ま 27 すス 材を 令誰析入開 す ・ 。
講 オ年育担 和で事手。

● かんぽコールセンター
　Tel. 0120-552-950 （通話料無料）
　 ご高齢のお客さま専用コールセンター
　Tel. 0120-744-552 （通話料無料）
　 受付時間（平日/9:00～ 21:00、土・日・休日/9:00～ 17:00※1月1日～ 3日を除きます）
　 ※「保険証書」や「ご契約内容のお知らせ」により、契約内容・保障内容等をご確認ください。
　 ※個人情報保護のため、契約者などご本人さまからのお電話をお願いいたします。
● 独立行政法人 郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構
　https://www.yuchokampo.go.jp/topics/attent_kampo.html

お問い合わせ先は、最寄りの郵便局、かんぽ生命の支店、またはかんぽコールセンターまで

誰でも使える統計オープンデータ
https://gacco.org/stat-japan3/

データサイエンス・オンライン講座ページ

いま一度、保険証書をご確認ください

※郵政博物館提供

「誰でも使える統計オープンデータ」の内容

「社会人のためのデータサイエンス入門」

講師：西内啓氏（統計家）、小谷祐一朗氏（「GEEO※1」開発者）、総務省統計局及び(独)統計センター職員

第2週：公的統計データの使い方
【主な内容】
公的統計データの基本事項及び読み方を学ぶ
・公的統計の種類と体系
・労働力統計の読み方
・家計統計の読み方

第 週： ※2を使ったデータ分析
【主な内容】
e-Statの統計データを活用したデータ分析の
事例を学ぶ
・e-Statを活用したデータ分析事例
・e-Statの主な機能　・e-Statの使い方

1 e-Stat

第4週：統計オープンデータの高度利用
【主な内容】
統計API機能※4の仕組みや具体的な活用事例等の
統計オープンデータの高度な活用方法を学ぶ
・統計APIでできること　・統計APIの仕組み
・統計オープンデータの地方公共団体での活用事例

第3週：統計GIS※3の活用
【主な内容】
統計データと地図を組み合わせた統計GISの
活用方法を学ぶ
・地図で見る統計（jSTAT MAP）でできること
・簡単にできるレポート作成　・活用事例

※1 不動産販売価格予測サイト　※2 政府統計の総合窓口　※3 視覚的に統計を把握できる地理情報システム　※4 自動でデータを取得できる機能

受講の流れと前提条件

1 講義動画・ディスカッション

2 選択式テスト

3 修了証の取得

【受講の前提条件】
表計算ソフトMicrosoft 
Excelの基本的な操作が
できること

開講中

データ分析の基本的な知識を学べる入門編講座

データサイエンス・オンライン講座

データサイエンス入門
社会人のための

第1週： 統計データの活用
第2週： 統計学の基礎
第3週： データの見方
第4週： 公的データの使い方
 とコースのまとめ

講師： 西内啓氏（統計家）、伊達平和氏（滋賀大学）、土屋隆裕氏（横浜市立大学）、
 佐藤整尚氏（東京大学）、総務省統計局及び（独）統計センター職員

社会人のためのデータサイエンス入門
https://gacco.org/stat-japan/
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FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp
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視換をにら（
国計「

1 の
　

統
察
団
環国景て

受至人 と勢 9口
画
」

こ察の 交 際と

　

総れ団たける 計
相
互
派
遣

のし交し流 務また セ調に 8 まのめ てに 流て 省でン
中

査
）
基 は で相日こ 0 、関 、をのサ づ 、 中 統に統と 年互 スの 国す全 国推 培く 計 計両に 世派 の実 る っ面 際 国進に 局応 中界 て遣国 企 を的 施 中 家し連 関きはが え に国人関 国行 てな 口合取 い技

画
、 統 す、 っ た、の 統係統 際 国設 ・ て計 るり 人 が ま 統し い 計者計術 住 家計 局 国す 計決 、口 勧 ま 分間情協か中 宅 統 と 際技め 。セ すで ら セ告 交 野力 計 統ら 報 国 協術ンン 。統 流 にれ の要集側 し 計サ 局 力をサ おのた計交請計かススたと 視 背一や い

い野長国 発にけ関デ談しは察 こ
く つにと る と家

　

翌 、団北 を懇統 7 のて
談 月

意
見
交
換

な すーし、い

　

令こ 李お 業るタた 和とけ 暁京務統の 一
の 計 、 後

、 行元る 31 交 超のし プ 利計
起
源重交 局 ロ 国の活 中 年国 と、 互要 長

、
日

（
佐流日 セ 家 国 7に し、を 改用 家ス 伯性を本 上 統 て周 行発改革の 月統国統な今と 海亜 い表 及推計計家 30革 計ど後中 にま 局を び進

、
日
開
始

に 上 の 局統局と国 おし の さ、つ 海い 行各統経職副計長日れいもと たて う 計 ほ本まの市 討。 済員局局て継 、 な議作 か し意 統統寧 長を 統続 活とどテ成 ３ た見 計 訪 計し 計吉 に動統と、ー 。をて分局喆 活マおに計懇問名
）視

発
展
換の関び国流 に

　
交

の おを
年
）

　

を実す統 日
意
見
交
換

長
、
イ
）まわよ 郭にけに行施る 統 中 し計 行り おた

寄
与

る体現 計っ 華両 、まう 組 いて毎 統 8状
、

生こ制 織
、
行 国を て しい 計 月し 等 政 年

、 行 厦と は 、 たま地 活 張て 1に 調が い 。に 統、 門い すつ方 昭直 ま動 国日よ 市ま 計い 。に しり
査
、 統 和 を 旺、面す て 統 福お 視、 集 た計 テし 55 福。両幅け 計 建察 。ーて視 年 建国広る計
、 マ局 省い 団察 に 省のく統提る に

（
1 長 厦

団 、統意計供課 9 活と統よ 門は （計見調等題 る 8 発地計、 ア
の交査に及両交 0 な方局モ

統計に関する国際交流

日本統計視察団が中国国家統計局を
訪問し、統計データの利活用などを
テーマに意見交換を行いました

「総務省統計局」ホームページ

統計に関する国際協力
https://www.stat.go.jp/info/meetings/index.html
第31回訪中日本統計視察団レポート
https://www.stat.go.jp/info/meetings/bilateral/china201908.html 

日本統計視察団団長（写真左：佐伯統計局長）と寧吉喆中国国家
統計局長（写真右）

中国国家統計局職員との意見交換の様子

張国旺福建省統計局長及び郭華生厦門市統計局長との意見交換の様子
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